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1 学会企画シンポジウム

これからの鰭害理解研究・実践の進め方

一現場における障害理解教育研究の

進め方(講座)一

企画者:水野智美(筑波大学)

西館有沙(富山大学)

話題提供者:西館有沙(富山大学)

松本和久(1岐阜市立岐阜

特別支援学校)

水野智美(筑波大学)

向後礼子(近畿大学)

司会者:石上智美(匿療科学大学)

学校や企業など、さまざまな場における障害理

解教育や障害理解指導、障害理解活動に関する

研究が報告されるようになってきている。しかし、な

かには障害理解の観点から見て不適切と言わざる

を得ない実践の報告や研究手法に誤りのある研究

が散見される。

そこで本シンポジウムでは実践研究においてど

のような考え方に立ちどういった手法を用いて実

施をし、効果を検証していけばよいのか、実践研究

をするにあたってどのような配慮、が求められるのか

などについて、障害理解教育研究の専門家が話

題提供を行うこととした。これにより、教育現場にお

ける偉害理解研究の進め方に関する議論を深める

ことを目的とした。

西館有沙は、実践研究の実例として、小学校の児

童を対象に行った、視覚障害理解を目的とした授

業を紹介し、どのような考えのもとに内容や教育方

法が選定されたかを説明した。加えて、実践を積ん

だ上で感じている課題として、継続的な教育の実践

とその効果検証が不足していること、教育効果を図
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る測定法の開発が必要であることなどを挙げた。

松本和久氏からは、学校において障害理解研究

を進める際に、実践者はどのような点に配!宮、すべき

であるのかについて報告した。具体的には、

のある子どもとない子ど、もの両者にとっ wて有益.な!大j

容となることに留意して進めることが蕊喪で、あり、ど

ちらかに不利益の生じるような研究は避けるべきで

あることがポされた。また、実践の効果を過大に、あ

るいは誤って解釈すると、子どもの認識をゆがめる

実践が広まってしまうことになるので、実践の効果

てはならないことが強調さ才し

た。

水野智美氏からは、 i申告理解教育の効果検討に

おいてJi弘、る手法についての話越が提供された。

たとえば、知識を図る手法として矢口減テストが、また、

認識を留るものとしてはお人能力観)~)支(徳川，

1990)などが示された。さらに、態度を損J}jごする手

法として、障害者に対する多次兄 l~lJJ 態度)'()Jt (他

国)1991;生)11)1995など)、文章完成法(徳田・

桐原・高見)1996)、ストーリー作成法(水野・徳田 3

2002)などが挙げられた。一方、選定してはならな

い手法としては、 Picture幽Ranking法、ソシオメト

リー法、障害児・者に対して好意的か、非好意的か

を|習う一元的な態度尺度が挙げられた。

向後礼子氏からは、現場研究で、得たデータを統

計処理する|捺の手続きや留意点が説明された。具

体的には、パラメトリックとノンパラメトリックそれぞれ

のデータを分析する際に)羽し 1る手法と分析する際

の留意点、対応のあるデータと対応のないデータ

それぞれの扱い、因果関係と相関関係、外れ値の

扱いなどが説明された。

-西保;有沙)



2. ポスタ一発表

発達障害に関する小学生の認識 2

O西館有沙(富山大学)

水野智美(筑波大学)

徳田克己(筑波大学)

本研究では、市民に対する発達障害理解教

育の内容を検討する研究プロジェクトの一部

として、小学生が発達障害児の行動特性をど

うとらえ、いかにかかわろうとするかを明ら

かにすることを目的倒した質問紙調査を実施

した。その結果、学年が上がるにつれて他者

の行為や言動に寛容的になるわけではないこ

とが確認、された。また、小学校中学年以降で

は、他者の行為や言動が自分を含めた照りの

人に迷惑をかけーるものでない娘り、自分には

関係ないことであるととらえて反応しなくな

る傾向がj確認された。

発遺障害児者とその家族のニーズ 2

-教師・保育者に対するニーズー

O吉田映理子(筑波大学大学院)

西館有沙(富山大学)

水野智美(筑波大

徳日1克己(筑波大学)

本研究では、発達障害児者とその家族が作

成したホームページやブログを通して、教

師・保育者に対ーするニーズを把握することを

目的とした O インターネット検索エンジンを

mいて、教師・保育者に対してのニーズが記
載されたホームページ及びブログを抽出し、

カテゴリ一分類を行った。結果から、発達障

害児と家族は、教15rp・保育者に対して、家族

との連携を前提としながら、発達障害児の

個々の特性に合わせて具体的に対応できるこ

と、 j習間の子どもに対ーする障害理解を促すこ
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とのできる実践力を求めていることが確かめ

られた。

小学校全学年での聴覚樟害を中心とした

障害理解授業の実践

0福永純恵(新潟県柏崎市立比角小学校)

加藤哲員IJ (上越教育大学)

児童の発達段階を考慮した聴覚障害理解授

業について検討するために，小学校全学年を

対象に授業実践を行った。授業の構成は， 聴

覚障害への気づき・知識化・情緒的理解をね

らいとし， 聴覚障害者の生活紹介， 補聴器

の視聴体験，絵本の読み聞かせを取り入れた。

授業直後と授業後 1 か月の事後評価から，

授業を受けた児童は聴覚障害に関する知識や

聴覚障害者への対応の仕方の定著が認められ

た。障害理解授業の継続的な実施により， 児

童が得た知識を実際に行動できる段階まで高

度化することが必要であると考えられた。

紋体不自由者の移動の困難性に対する肢体

不自由者と大学生の意識の差異

0小川奈々(聖心女子大学大学院)

植田誠治(聖心女子大学)

本研究では、肢体不自由者と大学生の障害

に対する意識の差異を明らかにすることを自

的とし、両者に対して肢体不自由者の移動の

困難性に対する質問紙調査を行った。その結

果、大学生のほうが散体不自由者より多くの

国難に気が付くこと、困難な状況にいる時に

周りの人に対して、肢体不自由者は放ってお

いてほしいと望むのに対し大学生は見守りを

望むこと、肢体不自由者が困難な状況にいる

時、大学生は見守りを意識することが明らか



になった。

幼稚留における樟害理解指導の実践例 1

-導尿を必要としている子どもについてー

O大越和美(愛友幼稚!認)

水野智美(筑波大学)

徳間克己(筑波大学)

幼児期から捧害理解指導:を行うことの必要

性が指摘されている。保育時間内に導尿が必

要な子どもについて、どのように保育者が照

りの子ども達に理解指導を行ったかの実践例

である。指導は、三つの点をポイントに行っ

た。導尿の必要性(結審による特性の理解)、

排世を我慢することの危険と排世に隠して見

られたり問かれたりすることは誰もが恥ずか

しいと思うこと(共通性)、 A児は排訟には援

助を必要としているが能の身辺自立(こ関して

は努力してできるようになったこと (A児に

対するプラスの評儲)である。指導を行った

ことで指導を受ける前にあった、 j寄りの子ど

も違からの排世に関する疑問やからかいは見

られなくなった。

特別なニーズがある子どもの保育において

保育者が保健師に求める支援について

0稲田麻実(筑波大学大学院)

水野智美(筑波大学)

徳田克己(筑波大学)

本研究は、特別なニーズがある子どもを保

育する際に保育者が保健部に求める支援ニー

ズを明らかにすることを目的とし、保育者と

保健部の両者に質問紙誠査を行った。保育者

499名、保健師 35名を分析の対象とした。

結果、保育者は「虐待されている子どもへの

対j芯j、「障害名を診断されている子どもの保

について特に支援を求めていた O しかし、
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r ~章害名を診断されている子どもの保育 J に

ついて保健締は支援の必要性をあまり感じて

おらず、両者に認識の相違があることが明ら

かになった O

特別なニーズのある子どもの研修に関する

保育所保健職員のニーズ

一経験年数、資格による研修ニーズの違いー

O西村実徳(東洋大学)

水野智美 (筑波大学)

徳田克己 (筑波大学)

特別なニーズのある子どもの保Cfrに!認する

保鰭Jffil:良の研修ニーズを明らかにすーることを

本門的として保健JI能久に対する関紙調査を

行った。若手者護 Jl張、ベテラン者 i悲 l除、 ~il三

保育者、ベテラン保育者の 4{咋に分け、 111]符

を比較したところ、し吋Yしのにおいても特

別なニーズのある fどもの保議長ーへの対'J応に

関する研諺ニーズが d~}J かった。手?子保 -I{f 1汗は

研修が必要であると強くじている頃 Hが他

の群よりも多く、特に rどもへの孔体的な対
応方法に関する1îJF{~ ニーズが IbS かった。

発達樟害児への支援において

養護教諭が抱える毘難と

発達障害に関する研修へのニーズ

01当石n青香(土浦市立斗利出小学校)

水野智英(筑波大学)

徳田克己(筑波大学)

本研究では小、中学校および高等学校に勤

務する養護教諭を対象に質問紙関査を行い、

発達障害児に対する個別の劉わりの状況、発

達障害に関する研修へのニーズを明らかにし

た。保健室での個別の関わりとして、 f話し相

手になる、悩みを聴く」を行っている者が多

かった。研修のニーズとしては、 rI~章害の特性



によじじた学校での対応を学びたいj というニ

ーズが最も多く挙げられ、より現場の実践に

近い内容が求められていた。

絵本『月のかがやく夜に』におけるがんの

扱われ方一子どもにがんを伝える教材とし

ての視点から

O真家 年江(筑波大学大学院)

水日11， 智美(筑波大学大学院)

佐々木美樹(東葛辻{II:I病院)

本研究は、 JJiのがんを子どもに適正に伝え

るためのツールである絵本 WJヲのかがやく夜

にJを用い、その内容分析を行い、がん理解
のための適切な教材づくりの基礎的資料，を得

ることを日的とした O 内容分析の結果、本書

は挿絵、立葉等を修正すれば、子どもにがん

を伝える教材として活用できることがわかっ

た。多くの子どもたちのがん理解を深めるに

は、適正な教材の用意と共にがんを伝える専

門家の協)Jが必要であることが考えられた。

精神障害が議場する絵本の内容分析

一専門家による精神障害理解の教材として

の絵本の評価-

Q{rj:1本美央(淑徳大学)

藤本呂樹(静岡福祉大学)

若林ちひろ(清和大学短期大学部)

有馬聡子(まどか保育園)

本研究は、精神障害が登場する絵本が精神

の理解指導において活用できるのかを明

らかにすることを目的として、臨床心理士お

よび精子ri3保健福祉士、保育士、保育学研究者

がその内容の適切性を評価し、検討した。そ

の結果、読み手を子どもから対象とする絵本

とするならば作成者が精神障害を理解するた

めだけの視点だはでなく、子どもが絵本を理
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解していく過程や発達の に応じた{乍成を

する配慮、が必要であることが明らかとなった。

障害理解の視点からみた道徳副読本におけ

る樟害の扱われ方の変化

-2003年度版と 2010年度版を比較して一

O水野智美(筑波大学)

徳田克己(筑波大学)

本研究は、2010年度に発行された道徳副読

本における障害の扱われ方を分析し、 2003

年度版と比較して、どのように変化したのか

を明らかにした。その結果、 2010年度版では

障害者に対する適切な支援方法が示されるよ

うになったとともに、障害者の特性を示す教

材が増加していた。しかし、依然として障害

者やその家族の苦労や苦悩を強調した教材や

偉業を成し遂げた人物を美談として扱う教材

が多く扱われていることを確認した。

百貨j吉販売員が対応に因ると感じている

顧客について一買い物支援の具体的な方法

を考える資料として一

。徳田克己(筑波大学)

水野智美(筑波大学)

閉館有沙(富山大学)

百貨J苫(計 5届舗)に勤務する販売員 958

名に対して、 3つの場面(発達障害のある人

が百貨j苫の仁ドでしばしば見せる特徴的な行動

の 3場面)への対応について質問紙調査をし

た結果を報告した。発達i喧害があると思われ

る顧客を接遇している販売員が多くいること、

その際にそれぞれ接客の工夫をしているが、

すべてが適切であると言えないこと、販売員

が受け身の姿勢で接遇することは発達障害の

ある顧客をとまどわせることなどが確認され

た。
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